
「萩学講座」の開講について 
 

「まちじゅう博物館・萩」の魅力を再発見・体感してみませんか？ 

 

「萩学」の成果と「萩まちじゅう博物館」の魅力を共有し体感する講座を、NPO 萩まちじゅう博物館

主催、萩博物館・まちじゅう博物館推進課共催（予定）で開講します。 

講座は座学と実地研修（探訪）をセットにしたもので、令和７年度（2025 年度）は年間 6 回の開講

を予定しています。 

今年度以降も継続して開講することで、萩まちじゅう博物館（萩まち博）の資源や遺産に興味を持

つ人の輪を拡大すること、そしてそれらを活用しつつ保全・継承にあたる関係者の参画を進めるこ

とを目指します。 

 

記 

 

   主 催 等    ：  NPO 萩まちじゅう博物館主催、萩博物館・まちじゅう博物館共催（予定） 

 

開 講 日 時  ：  ４月２６日（土） １３：００～ 

                「城下町萩のひみつ」  （元・萩博物館 清水満幸） 

             ５月１７日（土） １３：００～ 

                「夏みかんを守るテントウムシをさがせ！」  （萩博物館 川原康寛） 

             ５月３１日（土） １３：００～ 

                「毛利輝元が築いた城」  （萩博物館 平岡 崇） 

             ６月１４日（土） １３：００～ 

                「人はなぜ住吉祭りを囃すのか？」  （元・萩博物館 清水満幸） 

             １０月１８日（土） １３：００～ 

                「なぜ萩は鉄道の聖地なのか？」  （萩博物館 松尾優平） 

             １０月２５日（土） １３：００～ 

                「萩焼が生まれる大地」  （ジオパーク推進課 白井孝明） 

 

内 容 等   ：   座学（６０分程度）、実地研修（９０分～１２０分程度） 

                 定員２０名、参加費５００円（資料代等） 



    

   広報・申込等  ：  NPO 萩まちじゅう博物館ホームページ（http://www.npomachihaku.com/） 

              

講座の内容や探訪先についておしらせします 

                申し込みは、講座毎にホームページ掲載のフォームよりお願いいたします 

 

   連 絡 先    ：   NPO 萩まちじゅう博物館 （０８３８－２５－３１７７、担当理事；清水） 

 

以上 

 

 

◆萩学とは   「萩」の特質や魅力について、自然・歴史・民俗・産業・美術工芸など様々な分野か

ら多角的・総合的に調査研究して明らかにする取り組み 

◆まち博とは  まち全体を屋根のない博物館と見立て、市内に広く存在する“おたから” を現地で

保存・活用するまちづくりの取り組み。 

 

 

 
「萩まちじゅう博物館」拠点施設の萩博物館 


